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TeLL-Net 
(Transfer Live Lessons Network)

•It is necessary to enlarge the foot of the 
exhibition
•In many place of the world, it is necessary to 
wrestle as Transfer Live Lessons exercise 
from the stricken area

There is a limit of survivors volunteer to transfer 
their live lessons

http://www.tellnet.jp/



TeLL-Net Telling Live Lessons Network
世界災害語り継ぎネットワークとは何か？
●TeLL-Netは、国や地域を越えて大災害を語り継ぎ、
これからの自然災害に備え、被災者を少しでも減ら
すことへの貢献を目的とする国際ネットワークであ
る。
●阪神・淡路大震災で生まれたTeLL-Net（世界災害
語り継ぎネットワーク）は、神戸を核に、世界各地
の自然災害被災地をつないで、「災害語り継ぎ活
動」を今後も展開していく。

世界災害語り継ぎネ ットワーク TeLL-Net 
International Network of Telling Live Lessons 
from Disasters



TeLL-Net Telling Live Lessons Network
世界災害語り継ぎネットワークとは何か？

040208「国際防災・人道支援フォーラム2004」
（国際防災・人道支援協議会DRA＋兵庫県）
●「大災害を語り継ぐ」ことの重要性や有効性について国際社会へ提言

050118「国際防災・人道支援フォーラム2005」
（阪神・淡路大震災10周年）
●被災者の視点から『大災害を語り継ぐ』ことは、これからの災害で被災
者を少しでも減らすことにつながっていく

060120「世界災害語り継ぎネットワークTeLL-Net」
設立総会（事務局：人と防災未来センター）
●世界の自然災害への備えは、未だ全く脆弱である。その防災・減災への
取り組みを「語り継ぎ」という形で、世界レベルでネットワークすること
が、このTeLL-Netの使命であり、世界各地の市民連帯という形でのネッ
トワークが目標である。



060120「世界災害語り継ぎネットワーク
TeLL-Net」設立総会



阪神・淡路大震災１５周年
2010年3月20～22日神戸



世界災害語り継ぎフォーラム
阪神・淡路大震災１５周年 ２０１０年3月20～22日神戸
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阪神・淡路大震災25周年
2020年１月24～26日神戸



世界災害語り継ぎ(TeLL-Net)フォーラ
ム2020 検討テーマ

語り継ぎのパワー
実際に起きた事柄や被災者にまつわ る事物や資料が訴える力は大変強い。この
大きなパワーを被災者の心の復興に繋げ、被災地全体の復興に繋げていくにはと
どうしたらいいか？
語り継ぎの条件
大多数の被災者にとって災害時のつらい体験できるだけ思い出したくないのは
自然なことだ。自発的な語り継ぎの動きの芽をどのように育てていったらいいか
？被災地同 士の交流は語り継ぎにどのように資するか？
語り継ぎの方法
災害の語り継ぎの方法は多様である。災害を直接体験していない人々の間接的
な語り継ぎもある。地域年中行事によって災害体験を息長く語り継でいる例もあ
る。災害から時が経ち語り継ぎの方法を変えていく必要もある。
ミュージアムの役割
実体験に基づく語り継ぎのパワーーは大きいがそれは本来的に主観的かつ 断片

的である。被災地が直面した災害の過程を後世に伝えていくには周到かつ バラン
スよく総合化していくことが必要で、ミュージアムには大きな役割がある。



世界災害語り継ぎネットワーク
TeLL-Net https://www.tell-net.jp/

記録・提言・教訓によって、直後の緊急対応・応急処置、災
後の復旧・復興について多くの学んできたことを各地に伝える
べく、さまざまな活動が被災地を中心に発信されてきた。しか
し重要なことは、何を伝えるかではなく「どのように」伝える
かが問題である。
記録ではなく記憶を、教訓ではなく文化として、広く世界の

隅々まで、長く時代を超えて伝承し、災害からの活きた大切さ
を語り継いでいくことこそが防災・減災に大切だ。その最も凝
縮した活動が、TeLL-Net である。
（Tellihg Live Lessons／Disaster Storytelling Network)

https://www.tell-net.jp/


●1999年9月の台湾921地震からの復興では、阪神大震災の
市民まちづくり復興を手本に、社区営造活動がその中心とな
った。
●それは、2004年10月の新潟・中越大震災の中山間集落復
興に受け継がれ、
●さらに2008年5月の中国四川・汶川地震復興につながって
いこうとしている。

こうした被災地市民まちづくり交流の最も象徴的な出来事と
して、神戸・長田の鷹取救援基地で10年間地元まちづくりを
支えてきた鷹取ペーパードームが、台湾最激震地・埔里の桃
米生態村での紙教堂再生であろう。

被災地交流
被災市民レベルでの草の根交流もまた、語り継ぎ
の大きな流れをつくっていく



鷹取ペーパードーム建設 １９９５KOBE



鷹取ペーパードーム（紙教堂）解体・輸送 ２００５



桃米・紙教堂再生
２００９ Taiwan Puli



神戸とニューオリンズの
被災地交流 2005~



Exchange of Jazz and Food
2008 Oct. 19th  in Takatori Catholic Church



その他の多くの研究交流
2009 Feb. 8, 11 Recovery Exchange

Mr. Steven Bingler Ms. Barbara Hill
Prof. Robert Olshansky



n 防災（減災）総合ミュージアムではなく
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世界災害語り継ぎネットワーク
TeLL-Net

多くの人々が災害の体験や教訓を他の地域や将来の世代に
語り継ぐ努力を続けてきた。写真や映像、遺留品などの事物
、楽曲や絵画、記念碑を通じた語り継ぎも重要である。被災
地で多くの人々や組織が同じような活動を行なっている。
私たちは、そうした取り組む人々や組織による国境を越え

た交流や学び合いを支援し、声を合わせて語り継ぎの大切さ
を訴えていきたい。

災害体験は風化する。それに対処し語り継ぎを継続し、深
めていくことで、思いを新たに、災害に強い社会の形成に
向け、努力していきたい。様々な人々の賛同、協力を得て、
一緒に進めていきたいと希望している。


